
貸付限度額 

世帯主の1ヶ月以上の負傷 150万円以内 

家 財 の 3 以 上 の 損 害 150万円以内 

住居が半壊の場合 170万円以内 

住居が全壊の場合 2 5 0万円以内 

住居が滅失’流失の場合 350万円以内 

全戸配布 

特別紙面編成版 

5 月 曰 

No.848 

平成2 3年 

[2011] 

相馬市民憲章 

美しい相馬の海と山とを、うたいつぐふるさ 

とのうたと共に、あすのくらしにのこそう。 

報徳の訓えに心をはげまし、うまずたゆまず 

豊かな相馬をきずこう。 

ふるきをたずね、新しい相馬のまちづくりに 

一人一人の力をかたむけよう。 
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所得制限（市民税における前年の総所得額） 

1人世帯 2 2 0万円未満 

2人世帯 4 3 0万円未満 

3人世帯 62〇万円未満 

4人世帯 7 3〇万円未満 

5人以上世帯 

7 3 0万円に一人増すごとに3 0 
万円を加えた額に満たない世帯

c 

ただし、住居が滅失した場合にあっ 
ては、1 , 2 7 0万円未満 

•
申
込
資
格 

次
のS

か
らS

ま
で
の
条
件
を 

満
た
す
方 

S

震
災
に
よ
り
、
世
帯
主
が
負
傷 

し
た
世
帯
ま
た
は
住
居•

家
財
に 

被
害
を
受
け
た
世
帯 

®
被
害
を
受
け
た
当
時
、
市
内
に 

住
所
が
あ
つ
た
方 

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
を 

受
け
付
け
ま
す 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
世
帯
主 

が
負
傷
し
た
世
帯
や
、
住
居
•
家 

財
に
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
対
し 

て
、
生
活
の
立
て
直
し
に
必
要
な 

資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。 

•
貸
付
限
度
額 

•
申
請
に
必
要
な
も
の 

V
借
入
申
込
書(

※
様
式
第
2 

号) 

V
り
災
証
明
書 

•
所
得
課
税
証
明
書(

世
帯
員
全 

員
分) 

.
平
成
2
1
年
に
栢
馬
市
外
に
居
住 

し
て
い
た
方=

住
ん
で
い
た
市 

町
村
で
交
付
さ
れ
る
所
得
と
課 

税
額
の
両
方
が
分
か
る
証
明
書 

•

平
成
2
1
年
か
ら
相
馬
市
に
居
住 

し
て
い
る
方=

相
馬
市
交
付
の 

所
得
課
税
証
明
書 

•
医
師
の
診
断
書(

世
帯
主
に
負 

傷
が
あ
る
場
合) 

•
災
害
状
況
調
書(

家
財
の
3
分 

の
1
以
上
の
損
害
の
み
の
場
合)

 

書
申
込
期
間
平
成
2
3
年
6
月
3
0 

日
ま
で 

※
延
長
の
場
合
も
あ
り
ま
す 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
社
会 

福
祉
課(

a
m
2
2
0
4)

 

災
害
救
助
法
に
基
づ
く 

応
急
修
理
制
度 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大
規
模 

半
壊
ま
た
は
半
壊
し
た
住
宅
を
市 

が
業
者
に
依
頼
し
て
、
一
定
の
範 

囲
内
で
応
急
修
理
す
る
こ
と
が
で 

き
ま
す
。
補
助
の
限
度
額
は
、
一 

世
帯
あ
た
り
ぬ
万
円
で
す
。 

対
象
世
帯
は
、
次
の
全
て
の
要 

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す 

®
震
災
に
よ
り
大
規
模
半
壊
ま
た 

は
半
壊
の
被
害
を
受
け
た
こ
と 

®

応
急
修
理
に
よ
り
、
避
難
所
な 

ど
へ
の
避
難
を
要
し
な
く
な
る
と 

見
込
ま
れ
る
こ
と 

©
仮
設
住
宅
を
利
用
し
な
い
世
帯 

詳
し
く
は
、
建
築
課
ま
で
お
問 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

着
問
い
合
わ
せ
先
建
築
課(

S 

B
7
2
1
7
8)

 

新
た
な
区
長
就
任 

4
月
1
曰
付
け
で
、
次
の
と
お 

り
区
長
が
就
任
し
ま
し
た
の
で
、 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

•
磯
部
地
区
第
3
行
政
区 

旧=

寺
島
克
雄
さ
ん(

在
職
3
年 

m
か
月)

 

新=

山
ロ
正
博
さ
ん(

0
3
3
5
0 

1
1 
5) 

•
磯
部
地
区
第
4
行
政
区 

旧=

渡
部
克
雄
さ
ん(

在
職
1
5 

年) 

新=

門
馬
文
衛
さ
ん(

S
0
8
0 

—
6 

o 

〇 
T 

5 

1 

4 

9
ン 

•
磯
部
地
区
第
5
行
政
区 

旧=

柴
田
義
康
さ
ん(

在
職
1
1 

年) 

新
H
木
村
正
一
さ
ん(

§
3
0
9
0 

—

4
5
5
5—

—

8
5
4 
1
ン 

•
問
い
合
わ
せ
先
総
務
課(

§
3
 

3
7
2
1
2
0) 

(3) 
所 
得 
制 

(
4
)
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、 

援
護
資
金
の
償
還
に
つ
い
て
弁
済 

の
資
力
を
有
す
る
保
証
人
1
人
を 

立
て
ら
れ
る
方 

•
貸
付
条
件 

(
1
)
資
金
使
途
H
住
居
の
補
修
、
家 

財
等
の
更
新
ま
た
は
修
理 

(
2
)
償
還
期
間
卩
1
0
年(

ぅ
ち
据
置 

期
間
3
年)

 

®
貸
付
利
率=

年
利
3
% (

据
置 

期
間
は
無
利
子)

 

s

償
還
方
法=

年
賦
ま
た
は
半
年 

賦 ※
延
滞
の
場
合
は
年
叩
.
7
5
%
の 

割
合
で
計
算
し
た
違
約
金
が
発 

生
し
ま
す
。 
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国義援金•県義援金の配分申請の受付を行つています 

.義援金配分詳細 

国義援金 

吊慰金 

配分額 対象者 申請できる方 

国義援金 

吊慰金 死亡者、行方不明者ともに、 
一人あたり35万円 

平成23年3月11日に相馬市に居住して 
いた方で、東日本大震災またはそれに伴 
う津波により亡くなった方、または3力 
月間行方の分からない方のご遺族 

直系の遺族（配偶者、 
子、父母、孫および 
祖父母） 

国義援金 

見舞金 

全壊 
全焼 

35万円/世帯 
対象世帯 

原則として世帯主。 
世帯主が死亡または 
行方不明の場合には-
同一世帯の方 

国義援金 

見舞金 

全壊 
全焼 

35万円/世帯 

原則として世帯主。 
世帯主が死亡または 
行方不明の場合には-
同一世帯の方 

国義援金 

見舞金 
半壊 
半焼 

18万円/世帯 
平成23年3月1丨Hに相馬巾に居住しC 
いた方で、東日本大震災またはそれに伴 
う津波により、住家が全壊または半壊し 
た世帯（借家やア/ \-卜などで被災した 
世帯も対象となります） 

原則として世帯主。 
世帯主が死亡または 
行方不明の場合には-
同一世帯の方 

県義援金 見舞金 一世帯当たり5万円 

平成23年3月1丨Hに相馬巾に居住しC 
いた方で、東日本大震災またはそれに伴 
う津波により、住家が全壊または半壊し 
た世帯（借家やア/ \-卜などで被災した 
世帯も対象となります） 

原則として世帯主。 
世帯主が死亡または 
行方不明の場合には-
同一世帯の方 

【日本財団からの弔慰金•見舞金を受けていない方へ】 

社会福祉課で申請を受け付けます。 

日本財団からの弔慰金•見舞金の支給日については、後日お知らせします。 

(支給額は、死亡者、行方不明者ともに一人あたり5万円です） 

參配分方法現金支給（口座振込も可能です)。配分対象の可否は、 

「り災証明書」の内容などにより、市が認定します。 

※県の義援金は支給を開始していますが、国の義援金は、市へ入金 

され次第支給します。 

•持参するもの •印鑑 •本人確認書類 •通帳 

•記入事項申請書に被災時点の住所、申請時の住所、申請者名な 

どを記入 

【受付時間】 

8時 3 0 分〜 1 7 時 

【受付場所】 

社会福祉課（市役所分庁舎1階) 

•問い合わせ先 

社会福祉課 ( S 3 7 - 2 2 0 4) 

被 
災 
者 
生 
活 
再 
建 
支 
援 
資 
金 
を 
支 
給 
し 
ま 
す 

国
は
、
東
日
本
大
震
災
を
、
被 

災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
定
め
る 

自
然
災
害
に
該
当
す
る
も
の
と
し
、 

県
全
体
に
同
法
を
適
用
す
る
こ
と 

と
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
被
災
者
生
活
再 

建
支
援
法
人
は
、
住
宅
が
全
壊
し 

た
世
帯
や
大
規
模
半
壊
し
た
世
帯 

な
ど
に
被
災
者
生
活
再
建
支
援
資 

金
を
支
給
し
ま
す
。 

•
支
給
対
象
と
な
る
世
帯 

今
回
の
地
震
や
津
波
に
よ
り
次 

の
住
宅
被
害
を
受
け
、
市
か
ら
そ 

の
被
害
程
度
を
証
す
る「

り
災
証 

明
書」

の
交
付
を
受
け
た
世
帯
。 

0

住
宅
が
全
壊(

全
焼
•
全
流
出 

を
含
む)

し
た
世
帯 

©
住
宅
が
半
壊(

半
焼
を
含
む)

、 

ま
た
は
住
宅
の
敷
地
に
被
害
が
生 

じ
、
そ
の
住
宅
を
や
む
を
得
ず
解 

体
し
た
世
帯 

©
災
害
に
よ
る
危
険
な
状
態
が
継 

続
し
、
住
宅
に
居
住
で
き
な
い
状 

態
が
長
時
間
継
続
し
て
い
る
世
帯 

@
住
宅
が
半
壊
し
、
大
規
模
な
補 

修
を
行
わ
な
け
れ
ば
居
住
す
る
こ 

と
が
困
難
な
世
帯(

大
規
模
半
壊 

世
帯) 

•
支
給
額 

【
世
帯
の
構
成
員
が
複
数(

複
数 

世
帯)

の
場
合】

 

•
基
礎
支
援
金=

全
壊
世
帯
•
や 

む
を
得
ず
住
宅
を
解
体
し
た
世
帯 

に
1
0
0
万
円
、
大
規
模
半
壊
世
帯
に 

5
0
万
円
を
支
給
。 

•
加
算
支
援
金=

住
宅
を
建
設•

 

購
入
す
る
場
合
は|

万
円
、
補
修 

す
る
場
合
は
卯
万
円
、
賃
借
す
る 

場
合
はg

万
円
を
加
算
。 

【

単
身
世
帯
の
場
合】

 

複
数
世
帯
に
対
す
る
支
援
金
の 

4
分
の
3
の
額
を
支
給
。 

•
申
請
場
所
市
社
会
福
祉
課 

(

市
役
所
分
庁
舎
ー
階)

8
時
3
0 

分〜

n
時 

•
必
要
書
類
な
ど 

•
申
請
書(

社
会
福
祉
課
に
あ
り 

ま
す)

•
世
帯
全
員
の
住
民
累
• 

り
災
証
明
書
•
預
金
通
帳
の
写
し 

•
大
規
模
半
壊
以
外
の
方
が
家
屋 

を
解
体
し
た
と
き
は
、
解
体
証
明 

書
や
滅
失
登
記
簿
謄
本
な
ど 

※
賃
借
や
補
修
な
ど
、
加
算
支
援 

金
の
申
請
に
は
、
契
約
書
な
ど 

の
写
し
が
必
要
で
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
•
福
島
県
災 

害
対
策
本
部
総
括
班
生
活
再
建 

チ
1
ム(

6
3
0
2
4 

1
5
2
1 

5 
8 
0
5) 

•
社
会
福
祉
課(

S 

3
7
2
2
0
4)

 



休日当番医 
5 月 1 日 (日） 浜通リふれあい診療所 沖ノ内1丁目 26-7100 

5月3日（火） 大 石 医 院 中村字大町 35-3451 

5月4日:(水） ふなばし内科クリニック 中村字塚田 35-1500 

5月5日（米) 八 巻 ク リ ニ ッ ク 中 村 1 丁 目 37-7117 

5月8曰（日） 相 馬 中 央 病 院 沖ノ内3 丁目 36-6611 

5月15曰（曰） 杉 本 医 院 小泉字高池 36-3650 

5月22日(日) あらき産婦人科クリニック 馬場野字山越 35-0303 

5月29日（日） すぎやまこどもクリニックI大曲字大毛内 26-5111 

休日歯科当番医 

※診療時間は9:00〜16:00 

※救急医療病院は公立相馬総合病院（S 36-5101) 

相 馬 中 央 病 院 （ S 36-6611) 

5月1曰（曰) 梶 田 歯 科 医 院 | 中 村 2 丁目36-1551 

5月3曰（火） 篠 山 歯 科 医 院 | 沖 ノ 内 2 丁目36-1622 

5月 4日 (水） 新 開 歯 科 医 院 中村字宇多川町36-3214 

謂 5 曰 ( 木 ) 原 田 歯 科 医 院 中村字北町35-255 7 

5月8日（日） ヒロシ歯科クリニック 中村字塚田35-056 7 

S月15曰（曰） 門 馬 歯 科 医 院 中村字北町36-4182 

5月22日（曰） 八 巻 歯 科 医 院 中村 一丁目35-3061 

5月29日（曰） 山 本 歯 科 医 院 中野字寺前35-2853 

※診療時間は9:00〜16:00 
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東
日
本
大
震
災 

無
料
法
律
相
談
会 

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
で 

お
悩
み
の
方
を
対
象
に
無
料
法 

律
相
談
を
行
い
ま
す
。
ど
ん
な 

相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。 

ど
ぅ
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く 

だ
さ
い
。 

•
日
時
平
日•

4
時〜

2

時 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
第 

1
会
議
室(

2
階)

 

•
主
催
福
島
県
弁
護
士
会 

•
後
援
相
馬
市
四
団
体
協
議 

会(

司
法
書
士
会•

行
政
書
士 

会
•
土
地
家
屋
調
査
士
会•

税 

理
士
会)

 

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け 

し
ま
す
。(

0
3
7
2 
2 
0 
6)

 

無
料
法
律
相
談
会 

日
常
の
お
悩
み
に
、
法
律
的 

な
観
点
か
ら
無
料
で
相
談
を
行 

い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
生
活 

環
境
課
ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ 

い
。
予
約
は
5
月
2
日(

火)
 

か
ら 

•
日
時
5
月
^
日(

木)

1
1 

時〜

1
4
時
3
0
分 

•
場
所
市
役
所
1
階
市
民 

相
談
室 

行
政
相
談 

春
日
時
5
月
1
0(

火)

1
0
時 

か
ら
1
2
時(

毎
月
第
2
火
曜 

日)
 

•
場
所
市
民
相
談
室(

市
役 

所
1
階) 

総
務
省
で
は
、
相
馬
市
を
担 

当
す
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、 

平
成
。
年
4
月
1
日
付
け
で
次 

の
方
を
委
嘱
し
ま
し
た
。 

堀
川
由
美
子
相
談
委
員(

S
昶 

2
2 

4
2
} 

齋
藤
光
世
相
談
委
員(

S
3
5
2 

6
8 
0)

 

行
政
相
談
は
、
役
所(

国•
 

県
.
市)

や
特
殊
法
人
の
仕
事 

に
関
す
る
苦
情
や
困
っ
て
い
る 

こ
と
、
要
望
に
つ
い
て
の
相
談 

に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝 

い
す
る
も
の
で
す
。
相
談
は
無 

料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

多
重
債
務
相
談 

毎
曰(

土
、
日
、
祝
日
を 

除
く)

、
1
階
市
民
相
談
室
で
。 

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
相 

談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま 

す
。 市

民
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を 

除
く)

、
生
活
環
境
課
で
。 

交
通
事
故
相
談 

毎
週
木
曜
日(

1
日
と
祝
日 

を
除
く) 

9時
〜
；
；
：

時
、
生
活 

環
境
課
内
交
通
相
談
所
で
。 

消
費
生
活
相
談 

訪
問
販
売
•
商
品
ト
ラ
ブ
ル 

な
ど
に
つ
い
て
。 

5
月
2
0
日(

金)

9
時〜

m 

時
、
1
階
市
民
相
談
室
で
。 

時
間
外
は
相
談
員
宅
で
も 

受
付
。
•
須
藤
相
談
員(

S 

3
5
3
2
8
4)

 

相
談
窓
口•

問
い
合
わ
せ
先 

生
活
環
境
課(

S
m
2
1
4
4)

 

建
築
士
に
よ
る 

被
災
住
宅
相
談
窓
口 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
住 

宅
の
応
急
危
険
度
判
定
の
結
果
や 

住
宅
の
損
壊
へ
の
疑
問
に
建
築
士 

が
無
料
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

•
日
時
5
月
末
ま
で
毎
週
木
曜 

日(

5
月
5
日
除
く)

 S

時〜
 

M
時 

•
場
所n

ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

2
階 希

望
す
る
方
は
、
市
役
所
建
築 

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
建
築
課(

S 

3
7
2
1
7
8)

 

販
売
中
で
す 

『

衆
臣
家
譜
巻
十
六』

 

相
馬
市
史
資
料
集
特
別
編
1
6 

『

衆
臣
家
譜
巻
十
六』

が
完
成 

し
ま
し
た
。 

•
販
売
場
所 

•
市
史
編
さ
ん
室(

S
3
7
2
1 

o
o)

 

•
図
書
館(

S
3
7
2
6
3 

o)
 

•
問
い
合
わ
せ
先
市
史
編
さ
ん 

室(

0
3
7
2
1
0
0)

 

図
書
館 

お
は
な
し
の
部
屋 

図
書
館
.
お
は
な
し
の
部
屋
で 

は
毎
月
、
季
節
に
応
じ
た
テ
丨
マ 

を
決
め
て
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て 

い
ま
す
。
ま
た
、
折
り
紙
を
使
っ 

た
手
遊
び
な
ど
も
行
つ
て
い
ま
す 

の
で
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。 

•
日
時 

• 
5
月
7
日(

土)

1
0
時
如
分〜

 

.
テ
ー
マ
は「

げ
ん
き
な
子」

 

•

折
り
紙「

か
ぶ
と」

 

• 
6
月
4
日(

土)

1
0
時
3
0
分〜

 

•
テ
丨
マ
は「

雨
降
り」

 

•
折
り
紙「

か
た
つ
む
り」

 

•
場
所
図
書
館
内「

こ
ど
も
の 

へ
や」

 

•
問
い
合
わ
せ
先
図
書
館(

S 

リ
2
6
3
0〕

 



H23. 5 . 1広報そうま© 

身も心も温まる 
玉ノ井部屋ちやんこ炊き出し 

大相撲玉ノ井部屋の炊き出しは4月 

12日、13日の二日間、市内10力所の 

避難所で行われました。 

12日の昼には、はまなす館で力士た 

ちが作る具たっぷりの特製ちゃんこが 

振る舞われました。 

玉ノ井部屋先代親方志賀駿男さんと 

玉ノ井親方（元大関栃東）が「大変でしょ 

うけど頑張ってください」と避難者一 

人ひとりに声を掛けながらちゃんこを 

手渡していました。 

ちゃんこを食べた避難者は、「具が 

いっぱい入っていて、暖かくてとても 

おいしい。本当にありがたいです」と 

笑顔をみせていました。 

玉ノ井部屋は今年の夏も岩子での夏 

合宿を予定しています。 

相馬市のFMラジ才放送芒ラまさUが•エフエム76.6MHz放送時間：常時定時放送は9時、13時、17時 

ク
ラ
ッ
プ
ス
そ
^
ま 

\

手
作
り
千
か
鶴 

チ
ア
リ
ー
ダ
丨
グ
ル
^—

フ•

ク 

ラ
ッ
プ
ス
そ
ぅ
ま
が
4
月
1
0
日
相 

馬
市
役
所
を
訪
れ
、
千
羽
鶴
を
佐 

藤
憲
男
副
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出
演 

し
、
相
馬
市
民
に
元
気
を
与
え
て 

き
た
ク
ラ
ッ
プ
ス
そ
ぅ
ま
。
今
回 

は
千
羽
鶴
で
市
民
を
励
ま
し
た
い 

と
、
メ
ン
バ
丨
が
約
一
週
間
か
け 

て
作
成
。 

寄
贈
さ
れ
た
2
肩
の
千
羽
鶴
は 

避
難
所
と
な
つ
て
い
る
中
村
一
一
小 

と
中
村
一
一
中
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。 

各
地
域
の
ひ
ま
わ
り
会
高
齢
者
へ
声
か
け
訪
問 

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「

ひ
ま 

わ
り
会」

で
は
、
震
災
後
も
地
域 

の
高
齢
者
一
人
暮
ら
し
世
帯
へ
の 

声
か
け
訪
問
活
動
を
続
け
、
安
心 

の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。 

各
地
域
の
ひ
ま
わ
り
会
は
、
一 

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
に
声
か 

け
訪
問
活
動
を
推
進
す
る
N
P
O 

法
人
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
そ
ぅ
ま(
理 

事
長
阿
部
孝
志)

の
働
き
か
け
で 

設
立
さ
れ
た
も
の
。
現
在
市
内
扣 

の
行
政
区
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
2
0
年
に
発
足
し
た
馬
場
野 

地
区
の
ひ
ま
わ
り
会(

会
長
岩
崎 

昭
美)

で
は
、
震
災
後
の
3
月
1
3 

曰
か
ら
当
面
の
ほ
ぼ
毎
日
高
齢
者 

一
人
暮
ら
し
世
帯
を
訪
問
。 

4
月
6
日【

写
真】

も
同
会
員 

2
人
で
地
元
地
域
の
高
齢
者
を
訪 

問
、「

元
気
で
す
か」

な
ど
声
を 

か
け
て
回
り
安
否
を
確
認
し
て
い 

ま
し
た
。 

さ
と
う
宗
幸
さ
ん「

ふ
る
さ
と
相
馬|

で
激
励 

「

青
葉
城
恋
歌」

や
相
馬
市
民 

に
は「

ふ
る
さ
と
相
馬」

で
知
ら 

れ
る
歌
手•

さ
と
ぅ
宗
幸
さ
ん
が 

4
月
1
6
日
、
市
内
の
避
難
所
を
訪 

れ
、
歌
で
避
難
者
を
激
励
し
ま
し 

た
。 宗

幸
さ
ん
は
ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ 

r
〇
H
!
バ
ン
デ
ス」

に
出
演
し 

て
い
る
高
橋
佳
生
さ
ん
や
庄
子
眞 

理
子
さ
ん
ら
と
中
村
一
一
小
、
中
村 

一
一
中
な
ど
避
難
所
を
訪
問
。 

中
村
一
小【

写
真】

で
は
高
橋 

さ
ん
の「

い
つ
か
き
た
道」

、
庄 

子
眞
理
子
さ
ん
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
で 

「

見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を」

、 

宗
幸
さ
ん
の「

ふ
る
さ
と
相
馬」

 

「

青
葉
城
恋
歌」

な
ど
が
ア
コ—

 

ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
丨
の
弾
き
語
り 

で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

「
『

ふ
る
さ
と
相
馬』

を
こ
れ
か 

ら
も
大
事
に
歌
つ
て
い
き
た
い」

 

と
の
宗
幸
さ
ん
の
言
葉
で
始
ま
つ 

た
同
曲
に
、
避
難
者
が
ハ
ン
カ
チ 

で
目
頭
を
押
さ
え
な
が
ら
聴
き
入 

る
一
幕
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

演
奏
の
最
後
に
は
ラ
イ
リ
ッ 

シ
ユ
オ
カ
リ
ナ
連
盟
認
定
講
師• 

只
野
和
子
さ
ん
の
オ
カ
リ
ナ
を
加 

えI

ふ
る
さ
と」

を
避
難
者
と
と 

も
に
合
唱
し
ま
し
た
。 

仙
台
在
住
の
宗
幸
さ
ん
は「

僕 

も
被
災
地
の
住
民
の
一
人
。
み
な 

さ
ん
で
ぅ
つ
く
し
い
東
北
を
創
つ 

て
い
き
ま
し
よ
ぅ」

と
呼
び
か
け 

ま
し
た
。 



震災に負けず 
新たな一歩を 

市内小•中学校入学式 

市内の小•中学校の入学式は4 

月18日、一斉に行われ、697名の 

児童と生徒が入学式に臨みました。 

磯部小では10名の新1年生が入 

学。 

当初は4月 6日に予定されていま 

したが、3月 1 1曰の震災により、 

12曰遅れての入学式。 

新入生は名前を呼ばれると、一人 

ひとり大きな声で返事をして起立し 

ました。 

箭内晴好校長の「震災で学校の時 

計は止まってしまいましたが、今 

曰から学校の時計が動き出します。 

しっかり前を向いて進みたい」との 

式辞に続き、在校生代表の6年生 

の高玉祐奈さんが「私たちと一緒に、 

楽しい学校生活を過ごしましょう」 

と述べ、新入生を歓迎しました。 

0広報そうまH23. 5 . 1 

：
，
 

へM
 

心
を
こ
め
た
お
に
ぎ
り
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

3
月
ロ
日
か
ら
開
始
さ
れ
た 

「

お
に
ぎ
り
坎
き
出
し
ホ
ラ
ン 

テ
ィ
ア」

は
4
月
"
日
、
最
後
の 

お
に
ぎ
り
作
り
を
行
い
ま
し
た
。 

「

お
に
ぎ
り
坎
き
出
し
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア」

は
、
避
_
者
に
手
作
り 

の
味
を
食
べ
て
も
ら
お
ぅ
と
、
女 

性
消
防
隊
や
日
赤
奉
仕
団
、
市
内 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
相
馬
高
、
相
馬 

東
高
の
生
徒
が
協
力
し
て
実
施
し 

て
き
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
は
、
延 

べ
§
人
。 

1
日
3
回
、
市
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ 

セ
ン
タ
丨
で
、
自
衛
隊
が
炊
い
た 

ご
は
ん
を
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
心
を 

込
め
て
お
に
ぎ
り
に
し
て
い
ま
し 

た
。 

4
月
n
日
ま
で
に
、
約
初
万
個 

の
お
に
ぎ
り
が
避
難
者
に
配
布
さ 

れ
ま
し
た
。 

避
難
者
へ
栄
養
管
理
メ
ニ
ュ
丨
向
陽
中
で
試
食
会 

こ
れ
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

炊
き
出
し
と
支
援
物
資
で
供
給
し 

て
い
た
市
内
避
難
所
の
食
事
が
、 

4
月
1
8
曰
か
ら
シ
ダ
ッ
ク
ス
フ
ー 

ド
サ
ー
ビ
スg

と
市
が
共
同
で
提 

供
す
る
学
校
給
食
ス
タ
イ
ル
の
も 

の
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

4
月
n
日
に
は
避
難
所
と
な
つ 

て
い
る
向
陽
中
学
校
で
試
食
会
が 

開
か
れ
、|

食
が
避
難
者
に
提
供 

さ
れ
ま
し
た
。
メ
ニ
ユ
ー
は
春
卷 

き
と
八
宝
菜
に
小
松
菜
の
味
噌
汁 

で
す
。 

長
期
化
す
る
避
難
生
活
で
、
野 

菜
不
足
や
塩
分
の
取
り
す
ぎ
が
懸 

念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら 

栄
養
面
が
管
理
さ
れ
た
メ
ー 

一

ュ
1 

で
避
難
者
の
健
康
維
持
を
図
り
ま 

-
^
9 

市
内
6
か
所
の
学
校
給
食
室
を 

利
用
し
、
各
避
難
所
へ
食
事
が
提 

供
さ
れ
ま
す
。
月
曜
か
ら
土
曜
は
、 

朝
と
タ
に
シ
ダ
ッ
ク
ス•

そ
ぅ
ま 

方
式
の
食
事
供
給
シ
ス
テ
ム
、
昼 

は
仕
出
し
業
者
の
お
弁
当
。 

日
曜
日
は
3
食
と
も
シ
ダ
ッ
ク 

ス•

そ
う
ま
方
式
に
な
り
ま
す
。 

ロ
丨
ソ
ン
力
ら 

幼
•
小
•
中
へ
お
弁
当
贈
呈 

株
式
会
社
ロ
丨
ソ
ン
か
ら
市
内 

各
小
中
学
校
.
公
立
幼
稚
園
へ
の 

昼
食
と
し
て
同
社
の
お
弁
当
な
ど 

が
提
供
さ
れ
、
4
月
如
日
に
は
贈 

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
弁
当 

が
贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
4
月
別
曰 

か
ら
m
日
。
小
中
学
校
の
給
食
体 

制
が
整
ぅ
ま
で
の
3
日
間
で
す
。 

同
社
東
北
ロ
丨
ソ
ン
支
社
長
の 

安
平
尚
史
さ
ん
か
ら
立
谷
市
長
へ 

本
日
分
の
お
弁
当
が
引
き
渡
さ
れ 

る
と「

苦
し
い
と
き
の
支
援
が
一 

番
あ
り
が
た
い」

と
立
谷
市
長
は 

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。 

提
供
さ
れ
る
メ11

ユ
丨
は
幼
稚 

園
児
、
小
学
生
、
中
学
生
ご
と
に 

分
け
ら
れ
、
同
社
の
サ
ン
ド
イ
ッ 

チ
、
お
に
ぎ
り
、
牛
乳
、
フ
ル
丨 

ツ
な
ど
多
彩
な
内
容
。
一
曰
約
3
’ 

5
o
o
食
分
の
メ
ニ
ユ
ー
が
提
供 

さ
れ
ま
し
た
。 



大樹町は豊頃町とともに合同支援団（団長•小林文雄大樹町教育 

長）を組織し、食糧など支援物資供給を続け、相馬市を支えました。 

相馬家33代当主相馬和胤氏が牧場を開拓したことなどを機に友 

好霞探まり、姉妹都市の盟約を交わした同町からは、和胤氏の長男、 

行胤氏も相馬に駆けつけました。 

相馬行ML氏と和胤氏の次男相馬陽胤氏は東京都内の友人らと相馬 

救援隊を結成。インターネットなどで支援物資の提供や運搬協力を 

募り、相馬地方にトラックなど数台で多くの物資を供給しました。 

行胤氏は「相馬市民は強いので、この難局を必ず乗り越えられる。 

ともに戦いましよう」と市民へのメッセ一ジを述べていました。 

東日本大震災での死亡者数など（4月21日現在） 相 馬 市 の 人 口 （ 4 月 1 日 現 在 ） 

相馬市民の死亡者数 3 9 8 人 人口 37,528 人 ( - 5 2 6 ) 

相馬市民の行方不明者数 8 1 人 男 18,245 人 ( — 2 7 7 ) 

避難所の避難者数（8力所） 1,139 人 女 19,283 人 ( - 2 4 9 ) 

世帯数 13,645世帯 ( - 7 4 ) 

i®編集と発行,•相馬市情報政策課〒976-8601相馬市中村字大手先13 TEL 0244-37-2117 FAX0244-35-4196 

ホームページ http://www.city.soma.fukushima.jp/ Eメ-ル info@city.soma.fukushima.jp H23. 5 . 1 広報そうま © 

肺妹都市からの支援: 

流 山 市 相 馬 に 職 員 派 遣 

相馬市と肺妹都市の流山市.井崎義治市長が3月30日相馬市役 

所を訪れ、流山市民や同市職員などからの義援金を立谷市長に手 

渡しました。 

その後、井崎流山市長は「そうまさいがいエフエム」に出演。「肺 

妹都市流山市として全力で長期にわたり、最大限支援させていた 

だく」など相馬市民へ激励のメッセージを伝えました。 

また同市は相馬の復興事業を手助けしようと、職員を10人派遣。 

4月11曰に相馬入りしました。流山市職員は、建築•下水道• 土 

木技師、保健師、一般事務職の職員で災害対応や復興事業に携わり、 

相馬をともに支えています。 

豊 頃 町 寄 付 と 激 励 

北海道豊頃町の宮ロ孝町長と小野木英毅町議会議長らが4月14 

曰、相馬市役所を訪れ、寄付金や激励のメッセージが書かれた寄せ 

書きなどを立谷市長、波多野広文市義会議長らに手渡しました。 

激励メッセージは豊頃町の職員から寄せられたもので「皆さんの 

笑顔が戻るまで応援します」、「明日の曰を信じてともにがんばりま 

しよう」など応援の言葉が記されています。同町は食料や寝具など 

支援物資を継続的に相馬市に供給しました。 

わかぎみ 

大 樹 町 若 君 も 駆 け つ け る 

. 

http://www.city.soma.fukushima.jp/
mailto:info@city.soma.fukushima.jp



